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概要：観光立国日本の実現に向け，外国人観光者の誘客が盛んに叫ばれている．訪日外国人観光客に対

して適切な観光情報提供やマーケティングを行っていくためには，彼らの行動実態や関心対象を把握す

ることが重要な課題である．本論文は，訪日外国人観光客らの行動実態や関心を把握するための代表的

手法として，①既存観光統計の利用，②アンケート形式による日誌調査，③GPS ロガーを利用した調査，

④IC 乗車券の利用履歴を利用した調査，および⑤写真撮影箇所の位置情報を利用した調査について概説

し，それぞれの長所と短所について比較する．また，現在，筆者らが予定している訪日外国人観光客の

観光行動調査について紹介する． 
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１．はじめに 
観光客が観光地内のどの場所を訪れ，どれくら

い滞在し，どこに関心を持つかを解明することは，

観光空間の改善や適切な情報発信を進めていくう

えで，きわめて重要な課題である．とりわけ「観

光立国日本」の実現に向け外国人観光客の誘客と

満足度向上が盛んに叫ばれているいま，外国人観

光客に対し適切な観光情報提供やマーケティング

を行っていくためには，彼らの多様な行動実態や

興味の対象を把握することが喫緊の課題である． 
観光客の観光行動は古くから観光学における関

心事であった [1]．しかし最近，GPS（Global 
Positioning System），RFID（Radio Frequency 
IDentification）などの利用により，高精度かつ大

量の行動データが容易に入手できるようになり，

観光行動分析に新たなパラダイムがもたらされよ

うとしている． 
そこで本論文では，訪日外国人観光客をターゲ

ットとして，彼らの行動実態や興味を把握するた

めに利用可能な調査手法について俯瞰する．具体

的には，既存観光統計の利用，日誌調査，GPS ロ

ガーによる調査，IC 乗車券を利用した調査，およ

び写真撮影箇所の位置情報を利用した調査につい

て順に概説し，その長所と短所について比較する．

また，現在，筆者らが予定している東京大都市圏

での訪日外国人観光客の観光行動調査について紹

介する． 
 
２．既存観光統計の利用 

訪日観光客の行動実態をマクロ的にとらえるに

は，日本政府観光局（JNTO）による「訪日外客

訪問地調査」報告書[2]が有用である．この調査は

全国主要 9 空海港にてインタビュー形式により行

われ，訪日外国人観光客の日本国内の訪問先（都

道府県・主要都市・主要観光地）の全体および居

住地ごとの集計結果が収録されている．さらに，

外国人観光客の属性・旅行目的・旅行形態・訪日

回数，日本に対する興味の内容なども収録されて

いる． 
また，観光庁は JNTO から引き継いで 2010 年

度より訪日外国人消費動向調査を行っており，そ

の中では宿泊地，行った活動の種類，訪日中の各

品目への支出状況などが調査されている[3]． 
これらの調査結果を用いれば，各国からやって



きた旅行客の主要な来訪先・宿泊先はわかる．し

かし，そこにどれくらい滞在し，どの程度満足し

たかについては知ることができない．また，統計

資料であるため，具体的な観光行動パターンの抽

出は難しい．このことは，多様化する訪日外国人

の観光活動の実態を探る上で障害となる． 
 
３．アンケート形式による日誌調査 
人々の詳細な行動パターンを知りたいとき，統

計処理されたデータに代わり有効となるのが，ア

ンケート形式による日誌調査である．この手法は

行動地理学の分野でしばしば利用されており，主

に日常生活行動が対象とされてきた[4-5]．観光分

野での適用例としては，奈良市における観光客を

対象とした鈴木[6]や，小笠原村父島における宿泊

客を対象とした有馬ほか[7]が挙げられる．後者の

調査では，宿泊客に記述させた 3 日分の行動記録

をもとに，島内での観光客の動きを時空間パスと

して三次元的に可視化した（図 1）．このようなデ

ータを分析することによって，各人の時間配分の

仕方による個々の観光行動の差異性や類似性を明

らかにし，パターン化することが可能である．そ

のほか，訪日中国人による観光名所・施設の認知

や訪問の有無をアンケートによって調査した杜・

劉[8]も，日誌調査に類似したものである．日本に

おける知覚・行動地理学の現状と今後の行方を展

望した若林[9]は，行動論的アプローチがツーリズ

ムを含む既成分野においても今後も一定の役割を

担っていくことを指摘している．したがって，人

間の行動を端的に把握できる日誌調査は，観光客

の行動をとらえる際に有効な調査方法のひとつで

あると言えよう． 
しかしながら，このような日誌調査は，位置や

時間についての精確な記述が得られないという問

題がある．たとえば前述の小笠原での調査[7]では，

分析可能なものは 46％に過ぎなかった．これをふ

まえると，調査対象者にはあらかじめ記入・回答

方法を詳細に説明する必要性が示唆される． 
このほか，日誌調査には以下のような問題が残

されている． 
・観光客に多大な作業負担を強いる． 
・時間および空間の両要素を扱っているため，デ

ータの入力・分析に労力を要する． 
・訪日外国人を対象とする場合は，多言語のアン

ケート用紙を準備・処理するためにさらなる労

力が必要となる． 
・日々の行動を時空間パスとして描写しても，そ

の後の有効な解析方法は確立されておらず，時

空間パスの定性的な解釈にとどまっている． 

なお，同様の活動日誌形式による行動調査とし

てパーソントリップ調査が知られている[10]．こ

の調査は，各都市圏における人々の行動と移動の

実態を明らかにするために行われている．ただし

基本的に交通施策のための調査であるため，観光

トリップの有無はわかっても，具体的な観光活動

については不明であることが多い．また，通常，

居住者のみを対象としているため，訪日外国人な

どの域外からの観光客の行動は捕捉されていない． 
 

 

図 1. 日誌調査から作成した，ある旅行客の小笠原

村父島での行動[7] 
 
４．GPS ロガーの利用 

GPS（Global Positioning System）は，米国が

提供する人工衛星群の電波を利用して受信機の位

置を特定するシステムである．そして GPS ロガー

とは，現在位置を一定間隔で記録することに特化

した小型軽量の GPS 機器である．現在，市販され

ている最小・最軽量の GPS ロガーは，乾電池大・

12g である．これを観光客に携行させることによ

り，観光客に大きな負担をかけず，彼らの詳細な

移動履歴データを捕捉できる（たとえば図 2）． 
GPS の精度向上・低価格化にともない，GPS

を利用した行動研究は，観光分野を含め，2000 年

代頃から行われるようになった[11]．たとえば，

藤田ほか[12]は，GPS 付き携帯電話を利用し，小

田原市を訪れた観光客の行動調査を行った．訪日

外国人に対しては，清水ほか[13]が，レンタカー

に搭載された GPS により，北海道を訪れた韓国人

の観光行動を分析した． 
GPS ロガーを利用した行動調査の最大の利点

は，数秒単位・数ｍレベルという精度で非集計行



動履歴を入手できるという点である．この結果，

観光地内のどこで足を止め，そこでどれくらい滞

在したか，といった計測ができるため，各観光資

源に対する興味の対象や度合いを推定することが

できる．たとえば長尾ほか[14]は北海道の各市町

村の魅力度を観光客の滞在時間をもとに算出した．

また，有馬ほか[15]は，多摩動物公園における来

園者の各動物展示前での滞在時間を明らかにした． 
しかしながら GPS ロガーによる行動調査には

下のような問題点があることに留意が必要である． 
・大量のロガーを用意するためのコストがかかる 
（1 万円/台程度～） 
・屋内での行動が捕捉できない 
・バッテリーの制約から，複数日（ロガーによっ 

ては昼夜）にわたる行動調査が困難である 
・プライバシー侵害の懸念から，調査への協力が

得られなかったり，実際の行動が「品行方正」

化したりする恐れがある 
・回収地点の設定が難しい 
・紛失・盗難のリスクが高い 
これらを踏まえると，GPS による調査が比較的有

効に働くと期待されるのは，動物園やテーマパー

クといった閉じられた野外観光施設，あるいは徒

歩で回れるような小規模観光地であろう． 
また，データ取得後の分析や解析についても，

課題が山積している．たとえば， 
・GPS ロガーから採取されるデータは大量なため，

行動における結節点などの重要な項目を探索す

ることから分析を始めなければならない 
・位置精度は著しく向上しているが，現在でも分

析以前に補正処理を必要とする 
・GPS データの解析手法が確立されておらず，多

くの研究では可視化にとどまっている 
といった課題がある．このような状況のもと，長

尾ほか[16]は，北海道内のレンタカー利用客に対

し GPS を利用した行動調査を行い，その結果から

エラーログの除去や滞在・移動の判別などの手法

を提案した．また，野村・岸本[17]は，鎌倉の観

光客に対し GPS 調査を行い，その結果を用いて，

観光客流動のさまざまな可視化手法を提案した．

今後も GPS データに対する更なる解析手法の開

発が求められる。 
なお，屋内での行動が捕捉できないという問題

については，GPS 受信機に代わり利用者に RFID
リーダを携帯させ，空間内に RFID タグを大量配

置することで位置計測が可能となる．この手法に

より，たとえば Kanda et al. [18]は科学博物館内

での来訪客の移動軌跡を捕捉し，主要な行動パタ

ーンの抽出を行った． 

 

図 2. GPS ログから作成された多摩動物園夜間開

園時の旅行者の移動軌跡（縦軸は時間） 
 
５．IC 乗車券の利用 

Suica や PASMO をはじめとする IC 乗車券は，

いまや大都市圏住民の生活にとって欠かせないア

イテムとなりつつある．このような IC 乗車券は，

利用者の乗降車駅・乗降車時間の履歴，提携商店

での購買履歴をデータセンター側に蓄積している

ため，行動解析やマーケティングのための価値あ

る情報源として注目されている．実際に JR 東日

本は IT・SUICA 事業を「第三の事業」と位置づ

け，経営戦略の根幹においている[19]．また，JR
東日本は 2007 年より Suica & N’EX と呼ばれる

訪日外国人向け IC 乗車券を販売し，人気を集めて

いる[20]．同様の乗車券は福岡市でも導入実験が

行われた[21]．そこで，このような観光客向け IC
乗車券，あるいは観光客と判明した IC 乗車券利用

者の利用履歴データが入手できれば，観光行動調

査へと応用ができるはずである．たとえば，昼夜

それぞれの鉄道利用履歴から，どの観光地区を訪

れ，どれくらい滞在したのか，あるいはどこに宿

泊したか，といった推定が可能である．もちろん，

GPS ログデータに比べれば空間的精度の劣るデ

ータではあるが，①複数日にわたる行動把握が可

能であること，②安価に大量のデータが入手でき

ること，③観光客へ負担を全くかけないこと，そ

して④回収の手間を必要としないとこと，いった

多数の長所がある． 
また，IC 乗車券の利用履歴から，観光客にとっ

て移動困難なルートのあぶり出しが可能である．

具体的には，利用された各区間について，標準的

な移動時間と実際の移動に要した時間とが著しく

乖離しているものを抽出し，それらを集計するこ

とで，観光客にとって障害となる交通結節点や区

間が明らかになる．この結果は，今後，外国人旅

行客への案内の充実や誘導戦略を考えていく際に

活用していくことができよう． 
 



６．写真撮影箇所の位置情報を用いた調査 
以上述べてきた各手法では，観光客が「どこに，

いつ，どれくらい滞在したか」について効率的に

情報収集ができるものの，「何に興味を持ったか」

については，停留時間から推測するか，あるいは

アンケートにより直接的に聞くしかない．これに

対し，倉田ほか[22]は，観光客の観光地内各箇所

に対する関心強度（観光ポテンシャル）を把握す

るための手法の候補を五つ挙げ，その中から「観

光客による写真撮影箇所の位置情報を利用する」

方式が最も可能性が高いと主張した．観光客が旅

先で写真撮影を行うのは，多くの場合，そこに何

らか関心対象があるから（あるいは，そこから関

心対象を眺めることができるから）である．した

がって，不特定多数の観光客による写真撮影の位

置情報を集計することで，観光地内の各箇所の観

光ポテンシャルを把握できることが期待される． 
図 3 は，写真掲示板サイト Flickr に投稿された

写真（おそらく訪日外国人観光客中心に撮影され

たもの）の位置情報データを利用して，簡易的に

観光ポテンシャルの分布を描いたものである．こ

の図を見ると，確かに見所の分布が浮き彫りにさ

れている．もちろん，実際の観光客群から直接的

に入手した写真撮影箇所の位置データを利用すれ

ば，より正確な観光ポテンシャル地図を描くこと

ができよう．また，このような地図を年代や国籍

の異なる観光客層ごとに作成することで，各観光

客層に観光地内の何が訴求するのかが明らかにな

り，マーケティングに活用することができよう． 
本手法の興味深い点は，写真撮影という観光客

が自然に行う行為から，「観光客がどこに興味を持

っているのか」という情報を抽出できる点である．

しかしながら写真はプライバシー性の高い情報で

あり，位置情報のみとは言え，いかに調査に協力

を仰ぐかが課題となる． 
なお，このように来訪者の撮影した写真から景

観や空間の分析を行う手法は写真投影法（Visitor 
Employed Photography; VEP）と呼ばれ，古くか

ら景観研究を中心に実践されてきた[23-27]．最近

ではデジタルカメラと GPS ロガーの低廉化によ

り，大量のデータを収集し，地理情報システム

（GIS）上で空間解析することも比較的容易にな

った[28]．また近年は web 上の写真掲示板などに

も位置情報を含む写真が多数アップロードされて

いるので，それらを活用し，たとえば都市内各地

区のイメージを抽出したり[29-30]，各観光資源に

訪れた観光客数を推定したり[31]するといった分

析的な試みが行われるようになってきている．  
 

 

図 3. Flickrに投稿された写真の撮影位置情報より

作成した長野市の簡易版観光ポテンシャル地図 
 
７．首都大学東京 観光科学域による調査計画 
 首都大学東京では 2010 年度後半より関係各企

業の協力を得て，訪日外国人観光客の観光行動調

査を実施する予定である．調査の主な目的は，各

地域から来た観光客が，それぞれどのような行動

をとっているのかを探り，代表的な旅行パターン

を抽出することである．この調査は IC 乗車券デー

タを利用した調査（5 章）と GPS ロガーを利用し

た調査（4 章）とを組み合わせて行う．これは，

まず前者により，観光地を複数内包する大都市圏

において，観光客がどの観光地をどういう順番で

訪れているかをマクロレベルで把握し，次いで後

者により特定の観光地内で観光客がどう行動して

いるかをミクロレベルで調査しようとするもので

ある．GPS 調査のみでは複数日・昼夜にわたる調

査が困難であり，かつコストがかかること，また

IC 乗車券のみでは同一観光地内での観光客間の

行動の違いが見えないことから，両者を組み合わ

せた調査を実行することにした． 
なお GPS 調査にあたっては，回収やバッテリー

寿命の問題を回避するため，同一宿泊施設に連泊

する観光客を対象に行うことを予定している（す

なわち朝，外出する際に GPS を渡し，夜，部屋の

鍵を引き取りに来た際に GPS を回収する予定で

ある）．  
 また，将来的には，普及の一途を見せる iPhone
などの GPS・カメラ付きスマートフォンを利用し

て図 3 に示すような観光ポテンシャル地図の作成

実験を行い，訪日外国人観光客の興味を明らかに

していくことも行っていきたいと考えている． 
 
８．おわりに 
本論文では，観光客の観光地での行動を知るた

めの手法について概観した．観光客の行動履歴が

わかることで，彼らの主要な滞在箇所と滞在時間，

興味対象がわかる．また，それらは GPS ログに代



表されるミクロなデータを使うほど，詳細かつ精

確な結果が得られる．さらに，そのような行動履

歴をもとに，観光客の代表的行動パターンを抽出

することも可能である．たとえば古谷[32]はクラ

スター分析を行うことで，矢部[33]は遺伝子配列

解析を援用することで，それぞれ観光客の代表的

行動パターンを抽出した．このような行動パター

ンをもとに観光客を類型化することによって，各

層の観光客により適合した情報やサービスの提供

を行っていくことができるようになると期待され

る． とくに訪日外国人観光客は従来の国内観光客

とは異なる多様な興味・行動形態を有しており，

そのような観光客への個別対応を実現していくこ

とは，訪日外国人観光客の増加を一過性のものに

終わらせないために，非常な重要な課題である． 
なお，訪日外国人観光客の行動調査のもう一つ

の方法として，個々の観光客にはりつき，直接行

動観察を行う方法（エスノグラフィー調査）もあ

る．たとえば橋本[34]は，飛騨高山における外国

人観光客の行動を直接観察し，分析を行っている．

このような直接行動観測は，近年，マーケティン

グ分野で再注目されている[35]．この背景には，

データ中心・統計主義の分析では先入観に影響さ

れ，新しい発見が得られにくいことへの反省があ

る．訪日外国人観光客の行動を的確に把握するた

めには，仮説構築段階において，まず旅の現場へ

おもむき，彼らの行動を直接観察することも重要

なことであろう． 
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